
　

２
０
０
７
年
７
月
に
第
１
回
南

信
州
ア
ル
プ
ス
ま
つ
か
わ
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し
、
昨
年
度

２
０
１
４
年　

月
に
第
８
回
大
会

１０

を
開
催
、
県
内
外
か
ら
参
加
者
１

３
０
０
人
超
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ブ
ー

ム
を
追
い
風
に
年
々
増
加
し
て
来

ま
し
た
。
大
会
に
向
け
て
多
く
の

方
々
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
、

又
２
５
０
名
余
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ

て
開
催
し
、「
く
だ
も

の
の
里
ま
つ
か
わ
町
」

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
新
た
な
組
織

作
り
の
中
で
、
２
０
１

５
年　

月
４
日
（
日
曜

１０

日
）
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催
に
向
け
て
、

新
た
な
コ
ー
ス
作
り
、

新
た
な
実
行
委
員
会
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

松
川
町
は
南
ア
ル
プ
ス
と
中
央

ア
ル
プ
ス
の
谷
間
、
伊
那
谷
特
有

の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
、
南
北
に
狭

く
、
東
西
に
細
長
い
地
形
の
中
に

国
道
・
県
道
・
軌
道
・
河
川
と
町

の
中
を
走
り
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
と
し
て
は
難
し
い
地
形
で

す
が
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
で
き
る
大
会
で
す
。
町

役
場
を
中
心
に
東
西
南
北
・
町
全

体
を
走
る
コ
ー
ス
に
変
更
し
、
町

民
・
各
種
団
体
・
行
政
等
が
一
体

と
な
っ
て
町
全
体
の
連
携
を
深
め
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
果
物
の

１
０
０
周
年
」
に
合
わ
せ
て
開
催

予
定
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
々

に
夢
と
希
望
と
勇
気
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴

ら
し
さ
を
参
加
者
の
み
な

ら
ず
、町
民
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
が
共
有
で
き
る

大
会
に
、
コ
ー
ス
沿
線
で

地
域
の
皆
様
に
本
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

す
様
お
願
い
し
、
前
回
同

様
、「
く
だ
も
の
の
里
ま

つ
か
わ
町
」を
ア
ピ
ー
ル
、

町
お
こ
し
地
域
活
性
化
と
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康

増
進
と
、
活
気
あ
る
松
川

町
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
大

会
に
、
町
民
全
体
で
沿
道
で
の
応

援
等
取
組
め
ま
す
様
、
開
催
に
あ

た
り
ご
理
解
と
ご
協
力
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

南
信
州
ま
つ
か
わ

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
長

関　

博
文

公民館報

第 ６ １ ９ 号

平成２７年５月１５日

２
面　

公
民
館
事
業
ス
タ
ー
ト

３
面　

公
民
館
関
係
の
組
織
構
成

４
面　

町
民
運
動
会
を
考
え
よ
う

５
面　

代
替
中
央
公
民
館
・
旧
東
小
の
利
用

６
面　

市
町
村
対
抗
駅
伝
・
み
ん
な
で

仲
良
く

７
面　

ひ
と
・
こ
ど
も
の
詩
・
川
柳

８
面　

視
点
・
峠
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
・

ぺ
ん
ぺ
ん
草

 21.0975km
ハーフマラソン 

怪 悔回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回

「花付け」（上大島）
　今年の梨の“でき”を占う重要な作業。
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本
年
度
社
会
部
は
、「
未
来
の

若
者
に
公
民
館
を
伝
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
は
「
生
涯
学
習
」

と
い
う
成
人
を
対
象
と
し
た
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年

の
活
動
テ
ー
マ
は
若
者
に
焦
点
を

当
て
て
お
り
活
動
内
容
も
子
ど
も

に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
１
月
曜
日
に
行
っ
て
い

る
街
頭
あ
い
さ
つ
運
動
や
人
形
劇

場
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
と

触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
、
子
ど
も

の
元
気
な
姿
が
町
全
体
の
、
ま
た

私
た
ち
自
身
へ
の
活
力
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
「
昔
」

は
、
今
こ
の
瞬
間
が
紡
ぎ
だ
し
ま

す
。
今
ま
で
地
域
を
担
っ
て
き
た

諸
先
輩
方
が
幼
少
期
の
楽
し
い
思

い
出
を
話
し
て
い
る
様
子
は
、
尊

ぶ
べ
き
も
の
が
あ
り
、
現
在
掌
に

残
っ
た
美
し
い
思
い
出
が
郷
土
を

愛
す
る
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
育
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
が
、
ふ
と
立
ち
止
ま
り
昔

を
慈
し
ん
だ
と
き
、
故
郷
へ
帰
っ

て
来
た
く
な
る
よ
う
な
思
い
出
へ

と
つ
な
が
る
活
動
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
部
一
同
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
関
係
団
体
の
皆
様
と
共
に
つ
な

が
り
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
公
民
館
活
動
も

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本

年
度
の
テ
ー
マ
は
昨
年
度
と
同
じ

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
」
と

し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
一
緒

に
楽
し
め
る
も
の
を
紹
介
し
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
近
年
各
地
区
館
の
行

事
に
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

入
れ
て
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
今
年
も
各
地
区
館
に
お

邪
魔
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
出

前
講
座
を
積
極
的
に
実
施
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
遠
慮
な
く

体
育
部
員
に
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。

　

事
業
計
画
は
例
年
ど
お
り
７
月

中
旬
と
１
月
中
旬
に
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、８
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

登
山
、
９
月
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教

室
、　

月
に
駅
伝
大
会
を
予
定
し

１１

て
い
ま
す
。
中
で
も
体
育
部
の
メ

イ
ン
事
業
で
伝
統
あ
る
駅
伝
大
会

は
第　

回
目
を
迎
え
ま
す
。
各
中

３１

継
所
で
は
毎
回
感
動
の
ド
ラ
マ
が

あ
り
、
参
加
者
の
皆
様
に
は
毎
年

勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
会

の
目
的
に
も
あ
り
ま
す
「
町
民
が

楽
し
く
走
る
こ
と
を
通
じ
体
力
の

増
強
、
健
康
の
増
進
を
め
ざ
し
、

町
民
の
自
治
意
識
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
発
展
を
促
す
こ
と
」
を
目

標
に
皆
様
と
の
絆
が
よ
り
一
層
深

ま
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
体
育
部
一
同
、
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
精
一
杯
活

動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
関
係
さ
れ
る
皆

様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
年
度
も
館
報
ま
つ
か
わ
で
は

町
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
や
公
民
館

活
動
の
記
録
、
情
報
発
信
を
し
て

い
く
こ
と
を
役
割
と
し
、
月
１
回

発
刊
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
の

特
徴
あ
る
内
容
と
し
て
は
松
川
町

の
果
樹
栽
培
百
周
年
と
絡
め
て
１

面
で
連
載
し
て
い
る
「
ま
つ
か
わ

百
景
」
を
お
休
み
し
て
果
樹
栽
培

の
１
年
間
を
写
真
で
追
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
中
央
公
民

館
の
建
て
替
え
も
始
ま
り
ま
す
の

で
、
現
在
の
中
央
公
民
館
の
歴
史

を
振
り
返
る
特
集
を
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
館

報
を
目
指
し
部
員
一
同
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
取

材
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に

は
町
民
の
皆
様
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
原

稿
を
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
是
非
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成27年度 公民館事業スタート平成27年度 公民館事業スタート

世代を越えて大きな輪に

未
来
の
若
者
は

現
在
の
子
ど
も
た
ち

社
会
部
長　

佐
藤
俊
宏

たくさんの子どもが集まる人形劇場

町に広まりつつある囲碁ボール

町
民
一
人

一
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
て

体
育
部
長　

高
坂
秀
太
郎

町
民
の
皆
様
に
伝
え
る

編
集
部
長　

大
久
保
康
司
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教
育
委
員
会

委

員

長　

湯
澤　

徳
晴（
増　

野
）

職
務
代
理　

高
坂
美
千
代（
城　

北
）

委　
　

員　

林　
　

元
春（
町　

谷
）

委　
　

員　

清
水
す
な
を（
福　

沢
）

教

育

長　

高
坂　

敏
昭（
中
ノ
村
）

社
会
教
育
委
員
会

委

員

長　

野
原　

廣
人
（
古
町
南
部
）

副
委
員
長　

山
田　

淑
子（
堤　

原
）

委　
　

員　

小
島　

愼
司
（
中
央
第
２
）

委　
　

員　

宮
澤　

紀
子（
諏
訪
形
）

委　
　

員　

下
井　

早
苗
（
北
小
学
校
）

委　
　

員　

宮
尾　

竜
平
（
中
央
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

公
民
館
運
営
審
議
会

会　
　

長　

熊
谷　

宗
明（
議　

会
）

会
長
代
理　

坂
井　

良
紀
（
学
識
経
験
）

委　
　

員　

熊
谷　

岩
夫（
議　

会
）

委　
　

員　

宮
島　

好
文（
中
学
校
）

委　
　

員　

下
井　

早
苗
（
北
小
学
校
）

委　
　

員　

奥
田
千
世
子（
女
団
連
）

委　
　

員　

山
田　

俊
文（
社　

協
）

委　
　

員　

宮
尾　

竜
平
（
中
央
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

委　
　

員　

塚
本　
　

聡
（
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

委　
　

員　

山
田　

淑
子
（
社
教
副
委
員
長
）

委　
　

員　

小
島　

愼
司
（
社
教
委
員
）

委　
　

員　

宮
澤　

紀
子
（
社
教
委
員
）

委　
　

員　

宮
下　
　

保
（
体
育
協
会
）

委　
　

員　

水
野　

邦
美
（
文
化
協
会
）

委　
　

員　

林　
　

秀
弘
（
学
識
経
験
）

委　
　

員　

大
澤　

健
利（
大　

栢
）

委　
　

員　

寺
沢　

茂
春（
増　

野
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

委　
　

員　

宮
下　
　

明（
宗
源
原
）

委　
　

員　

水
野　
　

淳（
樫　

原
）

委　
　

員　

松
下　

善
幸（
長　

峰
）

委　
　

員　

川
上　

智
明（
諏
訪
形
）

委　
　

員　

宮
下
千
代
子
（
桑
園
中
部
）

委　
　

員　

丸
山　

政
子
（
桑
園
東
部
）

本
館
部
員

〈
社　

会　

部
〉

部　
　

長　

佐
藤　

俊
宏
（
新
井
北
部
）

副

部

長　

堀
木　

拓
也
（
下
垣
外
南
部
）

部　
　

員　

吉
川　

佳
弘
（
大
沢
北
部
）

部　
　

員　

伊
藤　

卓
哉（
滝
ノ
沢
）

部　
　

員　

小
林　

鉄
也（
清　

北
）

部　
　

員　

熊
谷　

拓
也（
増　

野
）

部　
　

員　

小
笠
原
章
文（
宗
源
原
）

部　
　

員　

細
田　
　

勲
（
名
子
中
部
）

部　
　

員　

知
久　

伸
也（
西　

山
）

部　
　

員　

和
田　

章
吾（
宗
源
原
）

部　
　

員　

清
水　

一
貴（
中
荒
町
）

〈
編　

集　

部
〉

部　
　

長　

大
久
保
康
司（
中
荒
町
）

副

部

長　

光
澤　

正
之
（
清
泉
地
一
）

部　
　

員　

宮
下　
　

徹（
弥
久
司
）

部　
　

員　

宮
下　

和
子（
上　

町
）

部　
　

員　

坂
本　

美
帆（
福　

沢
）

部　
　

員　

宮
﨑
亜
希
子（
馬　

坂
）

部　
　

員　

松
下　

佳
史（
城　

北
）

部　
　

員　

大
東　

洋
文（
樫　

原
）

部　
　

員　

米
山　

拓
也
（
下
垣
外
西
部
）

部　
　

員　

中
島　

李
野（
宗
源
原
）

〈
体　

育　

部
〉

部　
　

長　

高
坂
秀
太
郎（　

城　

）

副

部

長　

塚
本　
　

聡（
上　

町
）

部　
　

員　

神
田　

康
憲（
上　

町
）

部　
　

員　

宮
脇　

俊
典
（
新
井
南
部
）

部　
　

員　

大
島　
　

崇
（
古
町
東
部
）

部　
　

員　

高
坂　

政
憲（
中
ノ
村
）

部　
　

員　

関　
　

優
那
（
大
島
南
部
）

部　
　

員　

鈴
木　
　

晶（
堤　

原
）

部　
　

員　

今
村　

剛
弘（
樫　

原
）

地
区
協
議
会

［
大
島
地
区
］

協
議
会
長　

水
野　

一
昭
（
大
島
南
部
）

主　
　

事　

平
澤　

智
人
（
桑
園
南
部
）

主

事

補　

壬
生　
　

到（
宮　

本
）

［
上
片
桐
地
区
］

協
議
会
長　

熊
岡　

正
志
（
大
沢
北
部
）

主　
　

事　

米
山　

敏
章
（
大
沢
南
部
）

主

事

補　

横
田　

和
芳（
諏
訪
形
）

［
生
田
地
区
］

協
議
会
長　

杉
山　

行
孝（
部
奈
二
）

主　
　

事　

唐
澤　

敏
行（
部
奈
二
）

主

事

補　

下
平　

正
弘（
部
奈
四
）

教
育
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
関
連
）

教
育
長
兼
図
書
館
長
兼
資
料
館
長

高
坂　

敏
昭

生
涯
学
習
課
長
兼
図
書
館
・
資
料
館
係
長
兼

青
年
の
家
係
長
兼
社
会
教
育
主
事

 

小
木
曽
雅
彦

事
務
局
長
兼
こ
ど
も
課
長

 

福
島　

敏
美

公
民
館
長 

矢
澤　
　

登

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
長

　

兼
公
民
館
主
事 

福
島　

俊
美

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係

　

兼
公
民
館
主
事 

望
月　

貴
生

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係

　

兼
公
民
館
主
事 

北
原　

正
将

社
会
教
育
指
導
員 

村
松　

浩
子

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

北
村
か
を
り

資
料
館 

宮
﨑　

久
美

図
書
館
司
書 

青
木　

貴
子

 

鹿
嶋　

裕
子

 

中
平
佐
知
子

社
会
教
育
施
設
管
理　

米
山　

正
彦

 

佐
藤　

史
人

名
子
原
体
育
館
管
理 

松
下　

勝
子

福
与
体
育
館
管
理 

高
坂
美
智
子

〈
松
川
青
年
の
家
〉

所　
　

長 

大
原　
　

均

次
長
兼
青
年
の
家
係　

長
谷
部　

守

事
務
職
員 

西
川　

信
博

事
務
職
員 

髙
田　

和
宏

事
務
職
員 

安
部
佳
代
子

事
務
補
助
員 

松
尾　

和
子

事
務
補
助
員 

赤
城　

昭
一

施
設
管
理
員 

下
澤　

明
人

食　
　

堂 

松
尾
久
美
子

平成２７年度　松川町公民館　関係者名簿
○　地区協議会役員

主　事　補主　　事協議会長

壬生　　到平澤　智人水野　一昭大島地区協議会

横田　和芳米山　敏章熊岡　正志上片桐地区協議会

下平　正弘唐澤　敏行杉山　行孝生田地区協議会

○　地区公民館役員

体育部長
体育部副部長

社会部長
社会部副部長

主　事
[主事補]

館　長
[副館長]
(会　計)

　　　　役　　職

地区館名　　　　

桑原　繁美
伊藤　智之

松下　真悟
湯澤　利行

竹内　　功
三宅　源一

小沼　　俊
古　　　町
地区公民館

山田　裕一
佐藤　清光

福島　賢治
松澤　宜治

深津　　純
日置　孝史

佐藤　直己
上　新　井
地区公民館

宮下紘一郎
二村　　伸

下澤　勇気
島田　賢治

平島　高士
荻原　浩司

小原　捷次
名　　　子
地区公民館

西尾　宏徳
細田　幸治
山田　隆道

林　　俊秀
北村　大輔
今村　俊男

松下　真司
榎本　謙二

水野　一昭
上　大　島
地区公民館

宮下　直樹
竹島　政幸

竹村　　仁
大場　教雄

米山　敏章
［横田和芳］

熊岡　正志
［橋詰達男］
（横田和芳）

上　片　桐
地区公民館

日向　　明
大蔵　真二

片桐　勝浩
森本　慎一

杉山　松雄
大島　龍男
（森脇正明）

福　　　与
地区公民館

木下　昌弘
下澤　和巧

下澤　健治
下澤　昭喜

平島　　衛
［下澤隆治］

松澤　明彦
生　　　東
地区公民館

林　　賢史
唐澤　賢史

北林　充司
北林　道紀

下平　正弘
杉山　行孝
（林　　剛）

部　　　奈
地区公民館

平
成

年
度
公
民
館
関
係
の
組
織
構

平
成　

年
度 
公
民
館
関
係
の
組
織
構
成成

２７２７
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　昨年度行った「運動会のアンケート結果」と、５月８日の公民館年始総会の館長主事会で確認された『今後、

どう町民運動会について検討していくか』についてお知らせします。なお、地区協ごとにアンケートを行ったた

め、項目が異なっています。結果の詳細については、各地区協へお聞きください。

3地区協議会のアンケート結果より

町民運動会を考えよう町民運動会を考えよう町民運動会を考えよう

大島地区協議会 上片桐地区協議会 生田地区協議会
対象：2,279戸　回答：1,450戸
回収率：64％

対象：801戸　回答：506戸
回収率：63％

対象：377戸　回答：132戸
回収率：35％

①毎年行う
　290
　20％

①毎年
　28
　21％

①今まで
　どおり継続
　151
　30％

②2年に1回
　280
　19％

②2年に1回
　280
　19％

②2年毎の
　継続
　69
　14％

②2年毎の
　継続
　69
　14％

②隔年
　38
　29％

②隔年
　38
　29％

③数年毎の継続
　 43
　 8％

③その他
　 5
　 4％

④その他
　 11
　 2％

③その他
　175
　 12％

⑤中止する
　232
　46％

④やめたほう
　が良い　
　705
　49％

④やめたほう
　が良い　
　705
　49％

④やめる
　 61
　 46％

④やめる
　 61
　 46％

〈
実
施
の
理
由
〉

敢
「
運
動
会
を
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
半
分
で
あ
る
の
で
、

本
年
度
は
受
け
止
め
た
い
。

柑
昨
年
度
、
雨
の
た
め
大
島
、
生

田
地
区
が
行
っ
て
い
な
い
。

桓
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
「
や
る
」

「
や
ら
な
い
」
の
半
々
で
あ
る

の
で
、
各
地
区
協
じ
っ
く
り
協

議
を
行
い
た
い
。

敢
運
動
会
は
、
地
区
協
議
会
を
核

に
し
て
住
民
主
体
で
進
め
て
い

る
の
で
（
地
区
協
議
会
長
が
大

会
長
）、各
地
区
協
で
判
断
す
る
。

柑
今
後
の
主
な
日
程

①
５
／
８（
金
）第
１
回
館
長
・

主
事
会

・
今
後
の
手
順
、
過
程
を
確
認

す
る
。

②
４
月
～　

月　

地
区
協
で
今

１１

後
の
運
動
会
に
つ
い
て
協
議

を
行
う

③　

／
３（
木
）　

第
３
回
館

１２長
・
主
事
会

・
地
区
協
で
協
議
し
た
内
容
、

ま
た
、南
信
州
ま
つ
か
わ
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
町
駅
伝

大
会
の
課
題
を
含
め
全
体
協

議
を
行
う
。

④
１
月
下
旬　

臨
時
館
長
・
主

事
会

・
地
区
協
の
判
断
の
参
考
に
す

る
た
め
に
、
運
動
会
に
つ
い

て
協
議
を
深
め
る
。

⑤
２
月　

地
区
協
で
今
後
の
運

動
会
の
方
向
に
つ
い
て
協
議

し
結
論
を
出
す
。

⑥
３
／
８（
火
）　

第
４
回
館

長
・
主
事
会

・
地
区
協
の
今
後
の
運
動
会
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、

確
認
す
る
。

敢
地
区
の
実
状
と
将
来
、地
域
住
民

の
考
え
や
願
い（
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
）、区
会
等
地
区
の
関
係
団
体

の
考
え
、運
動
会
の
意
義
・
歴
史

等
を
踏
ま
え
て
、多
面
的
総
合
的

に
検
討
す
る
。

柑
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
「
行
う
」「
や

め
る
」
が
半
々
に
な
っ
て
い
る

の
で
、結
論
を
急
が
な
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
住

民
の
声
を
大
事
に
受
け
止
め
て
、

考
え
て
い
き
た
い
。

桓「
運
動
会
を
す
る
、し
な
い
」と
い

う
狭
義
の
議
論
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、こ
れ
か
ら
の
地
域
の
あ
り

方
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
絆
）な

ど
を
含
め
て
議
論
し
て
い
き
た

い
。

本
年
度
、
町
民
運
動
会
を
実

施
し
ま
す
。

本
年
度
末
ま
で
に
、各
地
区
協
議
会

が
協
議・検
討
し
て
、今
後
の
町
民
運

動
会
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
。

運
動
会
に
つ
い
て
の
協
議
で

大
切
に
し
た
い
点

12

3
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中央公民館改築事業は平成27年7月から平成28年秋までの見込み
この間、代替公民館として旧北名子保育園を使います

　中央公民館改築事業（㈱チャンネル・ユー局舎併設）を、今年７月頃から来年秋まで実施する予定で現

在進めております。

　そこで７月から、代替公民館として旧北名子保育園を使います。ぜひご利用ください。

１．利 用 開 始　　７月２日（木）から

２．申込受付開始　　６月１日（月）から

３．申込受付場所　　６月３０日（火）まで　現在の中央公民館

　　　　　　　　　　７月２日（木）から　代替公民館（旧北名子保育園）、町民体育館事務室

４．各部屋の定員

５．駐　 車　 場

　　　　①旧北名子保育園園庭駐車場　約３０台

　　　　②旧北名子保育園東駐車場　　約１０台

　　　　③名子原体育館駐車場　　　　約５０台

新中央公民館ができるまで、ご不便を

おかけしますが、ご理解ご協力をお願

いいたします。

備　　考定　員部　屋　名

①調理室はありませんので、飲食付の会議の場合

は、仕出しでお願いします。なお、旧厨房での

洗い物は可能です。

②料理実習等は「上片桐改善センター料理実習室」

もしくは「ふれあい工房」をご利用いただけます。

※詳しくは中央公民館（TEL３６−２６２２）までお問い

合わせください。

３０人程度　学習室１　（旧保育室）

３０人程度　学習室２　（旧保育室）

３０人程度　学習室３　（旧保育室）

３０人程度　学習室４　（旧保育室）

１００人程度　大会議室　（旧リズム室）

旧旧東小学校がご利用いただけま東小学校がご利用いただけますす
　閉校となりました松川東小学校のあと利用が正式に決定するまでの間、教育委員会生涯学習課が管理を

することとなりました。校舎の一部は、学習室や会議室として貸出を行います。

１．申込受付場所　６月３０日（火）まで　現在の中央公民館

　　　　　　　　　７月２日（木）から　代替公民館（旧北名子保育園）、町民体育館事務室

　　　　　　　　　空き状況やご相談等は中央公民館までお問い合わせください。

　　　　　　　　　なお、お申し込みは利用日の５日前までにお願いします。

２．貸 出 部 屋

※詳しくは中央公民館（TEL３６−２６２２）までお問い合わせください。

定　員部屋名階定　員部屋名階

２０人程度　学習室１　（旧教室）

２
階

２０人程度　理 科 室

１
階

２０人程度　学習室２　（旧教室）２０人程度　家庭教室

２０人程度　学習室３　（旧教室）２０人程度　図 工 室

−　図 書 室５０人程度　多目的室　（旧食堂）

４０人程度　視聴覚室
３
階

２０人程度　音 楽 室
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叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

松
川
中
学
校
１
年
生

「
中
学
生
に
な
っ
て
」の
作
文
よ
り
抜
粋

　

４
月
３
日
に
あ
っ
た
入
学
式
を
終
え
、

い
よ
い
よ
私
は
、中
学
生
に
な
り
ま
し

た
。
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
中
学
生
に

な
っ
た
ら
楽
し
み
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、み
ん
な
制
服
を
着
て
中

学
校
へ
行
く
こ
と
で
す
。
男
子
は
男
子
、

女
子
は
女
子
で
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
制
服
を

着
て
学
校
へ
行
く
こ
と
は
初
め
て
な
の

で
、
き
ん
張
も
し
た
け
ど
、
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
友
達

作
り
で
す
。
中
学
校
で
は
、北
小
と
中

央
小
と
東
小
が
一
緒
に
な
る
の
で
、新

し
い
友
達
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
お
と
な
し
い
性
格
な
の
で
、
席
が

近
い
人
か
ら
、
段
々
、
話
し
か
け
て
い

く
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。汽

汽

汽

汽

　

私
が
中
学
生
に
な
っ
て
が
ん
ば
り
た

い
事
は
、い
く
つ
か
あ
っ
て
１
つ
目
は

ク
ラ
ス
の
事
で
す
。
私
が
目
指
す
１
年

◯
組
は
、み
ん
な
が
仲
良
く
て
男
子
も

女
子
も
関
係
な
く
楽
し
く
明
る
く
い
つ

も
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
る
ク
ラ
ス
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
か
ら
も
初
め
て
会
っ
た
子
も
た
く

さ
ん
い
る
の
で
朝
あ
い
さ
つ
を
し
た
り

積
極
的
に
話
し
か
け
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
早
く
全
員
の
名
前

を
覚
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

汽

汽

汽

汽

　

３
つ
目
は
、友
達
と
た
く
さ
ん
し
ゃ

べ
る
事
で
す
。
小
学
校
が
ち
が
う
人
や

し
ゃ
べ
っ
た
事
の
な
い
人
に
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

み
ん
な
と
し
ゃ
べ
る
事
に
よ
っ
て
、ク

ラ
ス
や
学
年
だ
け
で
な
く
、学
校
も
良

く
な
る
の
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

汽

汽

汽

汽

　

１
つ
目
は
、友
達
と
の
事
で
す
。
私

は
、友
達
を
作
る
の
が
上
手
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
ク
ラ
ス
が
え
が
あ

り
、前
の
ク
ラ
ス
で
仲
良
か
っ
た
人
と

も
ち
が
う
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
又
、新
し

い
友
達
を
作
ら
な
い
と
で
正
直
イ
ヤ
で

し
た
。
で
も
私
は
、
こ
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
、ク
ラ
ス
の
人
に

話
し
か
け
、６
年
の
時
の
２
倍
の
友
達

を
作
り
た
い
で
す
。

中
１
生
活
記
録
よ
り

　

今
日
は
嬉
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
！
１
つ
目
は
レ
ク
の
時
で

す
。
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で
フ
ラ
フ
ー

プ
を
通
す
時
、
誰
一
人
「
○
○
君
と
手

を
つ
な
ぎ
た
く
な
い
」
と
言
っ
た
り
、

嫌
な
顔
を
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
た
ま
に
そ
う
い
う
人
が
い
ま
す

が
、人
を
嫌
な
気
分
に
さ
せ
ま
す
。
１

−

◯
は
み
ん
な
で
楽
し
く
レ
ク
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
２
つ
目

は
目
標
決
め
で
す
。
た
く
さ
ん
の
意
見

が
出
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
ク
ラ
ス
を

よ
く
し
よ
う
と
考
え
、と
て
も
い
い
時

間
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、

も
う
少
し
、静
か
に
話
を
聞
い
た
り
切

り
替
え
を
早
く
す
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
あ
っ
た
か
い
ク
ラ

ス
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　町の部　第1位
第11回　長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会第11回　長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会第11回　長野県市町村対抗小学生駅伝競走大会

4月29日（水・祝）松本平広域公園陸上競技場発着4月29日（水・祝）松本平広域公園陸上競技場発着4月29日（水・祝）松本平広域公園陸上競技場発着

松川町　22分26秒　総合第13位

小学生　町の部　第1位小学生　町の部　第1位

松川町　出場選手・結果
第1区　佐藤　悠花（中央小5年）　5分26秒
第2区　北村隆之介（中央小6年）　5分36秒
第3区　矢澤　華英（中央小6年）　5分32秒
第4区　登内　泰成（中央小6年）　5分50秒

全6km（1.5㎞ × 4区）

第　

回
長
野
県
市
町
村

２５
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

松
川
町　

２
時
間　

分
５
秒

２４

　
　

町
の
部　

第
４
位

　
　

総　

合　

第　

位
１５

第1区　2.7㎞　神部　紫音　9分52秒

第2区　4.4㎞　大澤　　聖　14分46秒

第3区　3.1㎞　古林　拓哉　10分34秒

第4区　5.8㎞　松下　巧臣　20分28秒

第5区　6.2㎞　米山　祐貴　19分51秒

第6区　4.4㎞　久保田隼仁　15分52秒

第7区　3.1㎞　山岸　鈴加　12分4秒

第8区　5.8㎞　松山　克敏　19分49秒

第9区　6.695㎞　臼田　稔宏　20分49秒

松川町　出場選手・結果
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は
な
が
さ
い
た

北
小
２
年

お
お
く
ら　

か
い
と

は
な
が
さ
い
た

は
な
が
さ
い
た

は
な
は
、
き
れ
い
だ
ね

は
な
は
、
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
と
り
さ
ん
た
ち
は
き
も
ち
よ
さ

そ
う
だ
ね
。
」

と
り
さ
ん
も
言
い
ま
し
た
。

「
虫
さ
ん
た
ち
も
よ
ろ
こ
ん
で
い

る
ね
。
」

虫
さ
ん
た
ち
も
言
い
ま
し
た
。

「
は
な
さ
ん
た
ち
あ
り
が
と
う
。」

さ
く
ら

北
小
２
年　

お
ぎ
そ　

こ
と
み

さ
く
ら
は
、こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
な
ん
で
、こ
ん
な
は
し
っ
こ
に

た
っ
て
て
、や
く
に
た
つ
の
か
と

お
も
う
で
し
ょ
う
。
」

で
も
や
く
に
た
て
て
ほ
し
い
で

す
。

ま
た
、き
れ
い
な
さ
く
ら
が
さ
い

て
ほ
し
い
で
す
。

小
室
美
代
（
宗
源
原
）

仙
丈
岳
白
い
衣
で
凛
と
立
つ

寒
い
春
桜
と
雪
が
同
居
す
る

平
成
の
案
山
子
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

競
い
合
い

元
気
良
い
朝
の
挨
拶
和
む
膳

後
世
ま
で
九
条
守
り
青
い
空

　毎月第３日曜日は

家族ふれあう　

「「 家 庭 の家 庭 の 日日 」」

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

気
分
一
新
！

頑
張
り
ま
す

気
分
一
新
！ 
頑
張
り
ま
す
！！

　

中
央
公
民
館
主
事

北
原

中
央
公
民
館
主
事　

北
原　

正正
将将
さ
ん
さ
ん

た
い
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

小
さ
な
頃
は
、
他
の
子
達
よ
り

頭
ひ
と
つ
背
が
高
く
、
積
極
的
で

行
動
的
。
何
事
に
も
好
奇
心
旺
盛

だ
っ
た
北
原
さ
ん
は
、 都  
会 
へ
行
っ

ま 

ち

て
大
き
く
羽
ば
た
く
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
松
川
町
の

た
め
に
若
い
力
を
役
立
て
て
く
れ

る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　

松
川
町
役
場
の
仕
事
で
も
教
育

委
員
会
の
役
割
は
、
子
ど
も
課
・

生
涯
学
習
課
で
の
活
動
を
通
し
て
、

　

今
年
度
か
ら
、
松
川
町
中
央
公

民
館
の
主
事
（
体
育
部
担
当
）
と

な
ら
れ
た
北
原
正
将
さ
ん
。

　

北
原
さ
ん
が
小
さ
か
っ
た
頃
を

知
っ
て
い
る
私
と
し
て
は
、
「
正

将
く
ん
、立
派
に
な
っ
た
ね
ー
っ
！

ス
ゴ
イ
ね
ー
っ
！
」
と
、
拍
手
し

ス
ポ
ー
ツ
文
化
教
育
の
向
上
に
務

め
…
な
ど
と
小
難
し
く
な
ら
ず
、

北
原
新
主
事
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
担
当

と
し
て
大
き
く
活
躍
し
て
も
ら
え

れ
ば
、と
思
い
ま
す
。

　

写
真
は
５
月
８
日
の
公
民
館
年

始
総
会
の
時
の
も
の
で
す
が
、
本

館
地
区
館
の
先
輩
諸
氏
の
前
で
の

対
応
は
、
大
変
落
ち
着
き
が
あ
る

も
の
で
し
た
。
見
守
る
気
分
は
、

ま
る
で
母
の
よ
う
。
こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
的
な
姿
も
良
い
け
れ
ど
、

ネ
ク
タ
イ
し
め
た
ス
ー
ツ
姿
も
見

て
み
た
い
。

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠
詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

地
域
の
中
に
役
立
つ
人
材
づ
く
り

地
域
の
中
に
役
立
つ
人
材
づ
く
り
をを

　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

北
村
か
を
り
さ

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

北
村
か
を
り
さ
んん

　

地
域
と
小
中
学
校
と
を
つ
な
ぐ

橋
渡
し
役
と
し
て
、
昨
年
か
ら
公

民
館
に
配
置
さ
れ
た
「
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
務
め
る
北
村

か
を
り
さ
ん
。
３
月
に
松
川
中
学

校
の
国
語
教
諭
を
退
職
後
、
着
任

し
て
１
カ
月
。
教
育
は
学
校
だ
け

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い

と
実
感
さ
れ
た
そ
う
。

　

「　

年
教
員
を
し
て
い
ま
し
た

３０

が
地
域
の
方
々
が
ど
う
や
っ
て
学

校
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

か
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
運
動
ク
ラ
ブ
の
コ
ー

チ
な
ど
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
立

場
に
な
っ
て
地
域
の
方
々
の
力
が

子
ど
も
た
ち
を
、
学
校
を
支
え
て

く
れ
て
い
ま
す
」
。

　

一
方
、
も
っ
と
学
校
が
地
域
に

か
か
わ
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
、

と
も
。
５
月
は「
あ
い
さ
つ
運
動
」、

６
月
と　

月
は
「
通
学
合
宿
」、

１０

８
月
は
「
職
業
体
験
」
、　

月
は

１１

「
起
業
体
験　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
」
を
計
画
し
、
小
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
々
や
事
業

所
、
商
店
と
の
結
び
つ
き
を
強
く

し
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
発
信
し
ま
す
。「
参
加
す
る

子
ど
も
た
ち
自
身
の
視
野
が
広
が

り
、
状
況
に
応
じ
て
何
を
や
っ
た

ら
よ
い
の
か
が
見
え
て
く
る
よ
う

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
地
域
の
中

に
役
立
つ

人
材
づ
く

り
に
貢
献

で
き
れ
ば
」

と
語
っ
て

く
だ
さ
い

ま
し
た
。

ま
さ
の

ま
さ
の
ぶぶ
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今
年
の
春
は
テ
レ
ビ
で
火
災
の

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
気
が
し
ま
す
。

人
命
に
か
か
わ
る
火
災
も
多
く
、最
近

で
は
２
歳
の
子
ど
も
ま
で
犠
牲
に
な
る

な
ど
暗
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。松
川

町
で
も
立
て
続
け
に
建
物
火
災
が
お
き

て
い
て「
火
災
非
常
事
態
宣
言
」が
発
令

さ
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。私
も
機

能
別
団
員
と
し
て
火
災
現
場
に
立
つ
こ

と
も
あ
る
の
で
す
が
、そ
の
た
び
に
祖

母
の「
泥
棒
は
持
て
る
分
だ
け
盗
む
け

れ
ど
、火
事
は
全
部
無
く
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
気
を
つ
け
な
ん
よ
」と
言
う
言

葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
も
畑
で
火
を
扱
う
こ
と
が
結
構
あ

り
、特
に
春
先
は
剪
定
枝
の
処
理
で
大

き
な
火
を
焚
い
た
り
、霜
の
際
に
燃
焼

資
材
を
燃
や
し
た
り
し
ま
す
。扱
う
火

が
大
き
か
っ
た
り
、一
度
に
焚
く
火
点

が
多
か
っ
た
り
す
る
の
で
、一
つ
間
違

う
と
火
災
に
つ
な
が
る
で
、消
火
の
用

意
や
消
防
署
に
届
け
出
を
す
る
な
ど
気

を
付
け
て
火
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
平
成　

年
度
全
国
統
一
防

２７

火
標
語
を
ご
紹
介「
無
防
備
な　

心
に

火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」火
を
扱
う
と

き
は
常
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
大
久
保　

康
司
）
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再生紙を使用しています。

極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
祈
る
念
仏
供
養
塔
。

ま
ち
の
石
仏
栄

「
念
仏
供
養
塔（
六
字
名
合
塔
）」（
清
泰
寺
）
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峠
マレット
　ゴルフ場

　ドウダンツツジの峠マークが目印で、春にな

ると多くの桜がきれいに咲き、利用者を迎える

生田・峠にある峠マレットゴルフ場。その歴史

は古く、２０年近くになります。

　今回、長年整備に携わる松下善代治さんにお

話を伺いました。

　

今
で
は
年
に
２
回
、
春
と
秋
に

大
会
が
あ
り
、
そ
の
前
に
峠
自
治

会
で
集
ま
り
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
敷

地
面
積
も
広
く
様
々
な
木
が
植
え

て
あ
り
、
直
射
日
光
を
浴
び
な
く

て
済
む
の
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む
に
は
と
て
も
良
い
の
で
す
。

し
か
し
、
落
ち
葉
が
コ
ー
ス
に
残

る
の
で
皆
で
協
力
し
て
整
備
を
行

い
ま
す
。
各
ホ
ー
ル
の
目
印
の
数

字
を
書
い
た
旗
も
、
近
く
の
お
サ

ル
が
気
に
な
り
い
た
ず
ら
す
る
の

で
悩
み
の
種
の
よ
う
で
す
。

　

地
形
を
生
か
し
た
コ
ー
ス
は
、

全
部
で　

ホ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
斜

１８

面
を
利
用
し
て
打
ち
上
げ
る
コ
ー

ス
や
、
プ
リ
ン
型
の
ゴ
ー
ル
部
分

も
あ
り
、
今
の
季
節
は
お
花
見
を

し
な
が
ら
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
齢
問
わ
ず
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
と

ボ
ー
ル
が
あ
れ
ば
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
。

　

峠
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー

ス
は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
努
力

と
想
い
で
、
利
用
者
の
方
が
常
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、

き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

春
の
お
花
見
、
秋
の
紅
葉
と
大

自
然
の
中
で
、
優
雅
に
マ
レ
ッ
ト

を
楽
し
め
る
峠
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
に
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

これが目印、ドウダンツツジの峠マーク

個性的なホール


